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１．地域未来戦略について
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地域未来戦略の全体像
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地域未来戦略における３つの類型



半導体・AI、GX・洋上風力、宇宙、食･観光の4分野で、産業クラスター形成を目指し、インフラ整備、人材確保･育成、
規制緩和等と一体となった投資促進を行う。
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北海道の戦略産業クラスター計画の素案
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２．エッセンシャルサービス（ES）
産業政策について
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 人手不足は労働集約的な産業で先鋭化、特にES産業では深刻な状況。市場原理の下で民間事業者が供給を担う分野
では、採算性が採れなければ撤退を余儀なくされるため、政策対応を講じる必要がある。

 人々の生活に不可欠なESは経済全体の基盤であるため、供給不足により地域産業の担い手が流出することで、地域
の産業資本は機能不全となり、投資・立地促進が妨げられるおそれがあるなど、マクロ経済への影響も大きい。

■ES供給主体による整理 ■ES供給不足による実質GDPへの影響額

2040年将来見通しにおける実質GDP750兆円を達成す
るための重要な成⾧ドライバーであり、その供給不足は
これを約16兆円～最大約76兆円押し下げるおそれ。

ES産業政策の背景



 人口減少下のESの収益構造は、需給両面から損益分岐点を越え続けることが難しい環境。
【供給面】供給主体の不足、【需要面】需要密度の縮小（→コスト上昇による事業性低下、経営力の脆弱化）

 設備投資・デジタル化や共同調達によるコスト低減等により損益分岐点を下げることで、需要減少下においても中⾧
期的に持続可能な事業実施が可能となる。
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採算性維持に向けた効率化の方法
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認定制度（生活維持物品役務需要減等事業適応計画）
 事業者によるES供給事業の持続性確保に資する事業運営の効率化に取り組む事業計画の認定制度を創設し、公共的
意義を制度的に位置づけて社会的認知を向上させるとともに、認定事業者に対し、資金供給の円滑化のための金融支
援等を措置。あわせて、エッセンシャルサービス供給事業者の伴走支援を行う支援機関の認定制度を創設。


